「没後二五年日影丈吉と雑誌「宝石」の作家たち展」開催に至るまで by 谷口 朋子
2016年 3 月25日
うに言われていた、というのを、世間では主人の作品を「ボ
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ルノ」
と言うんでございますよ、とおっしゃっていたのが忘れら な 。ひ しきり隆夫人のお話 終わると、隆太郎先生の奥様が登場してお願いしていた本や雑誌などを持ってき くださる。先生より先にお亡くなりになった奥様は、実に事務能力に長けた方で、また一度会った人は忘れない、 い 記憶力の持ち主でもあった。従 、本や書類など、どこになにがあるかをすべて熟知しておられ ちどころに取り出し こられた。隆太郎先生が細かいことには頓着し い鷹揚な方でのと、まさに好対照であった。このとき、応接間の机の上に載っている「貼雑年譜」を見て、先生にお願いし、中を見させていただた。 『探偵小説四十年』などでその存在を知ってはいたが、実物に接するのはもちろん初めてだった。おそるおそる拝見して衝撃を受けた。その後、東京創元社でも日本作家の
作品を出すようになって、何度か先生の許にお願いに上がった。そしてある日、ぼくは先生に『貼雑年譜』を復刻させていただけないか、とお願いしてみた。そのときはすでに、講談社から江戸川乱歩文庫 別巻という形で初めの二巻分が一冊本 形で出て たが、貼り込みなどをできるだけ原本通り復元した完全 形で作りた と思い、印刷製本の技術を結集して完成させた。二〇〇一年 ことである。二〇一五年、乱歩の著作権が消滅するという年に、先生は九十四歳でお亡くなりになった。正に半世紀に亘るご交誼を賜ったことになる。隆太郎先生、本当に有難うございました
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二〇一五年一〇月一七日から一二月
二〇日まで、町田市民文学館ことばらんどにて、晩年を に過ごした作家、日影丈吉の回顧展を開催した。
展覧会準備にあたっては、同年春頃
より、日影丈吉資料を所蔵する神奈川近代文学館に しばしば資料調査に赴いた。夫人の静さんが寄贈されたこの資料は、日影の没後およそ一 年を経て国書刊行会より出版が開始された『日影丈吉全集』 （全八巻＋別冊）刊行準備中に、彼の自宅にそ まま放置されていたダンボールの中から発見されたもの（原稿、草稿、創作ノート、切抜など）であった。調査時に同行していただいた日影の姪にあたる丸山淦子さんのご意見によれば、一七歳で編集発行した同人誌「アルコル」をはじめ、原稿や創作ノート類の一部には、二〇代の若書きの筆跡で記されたも も含まれており、日影丈吉の作家としての原点を探る上で 見逃せない貴重な資料が残されていた。これらは、凡そ四
〇年に及んだ日影の作家生活を顧みると、決して数多くはなかったが、関東大震災や東京大空襲をくぐり抜け、 又、数度に及ぶ転居の中で、おそらく作家自身が残すべきと判断して 伝え れた資料であるこ が偲ばれた。
二〇一五年は偶然にも、彼が「かむ
なぎうた」で「宝石」誌上に推理作家デビューする際に、その作品を「殆ど完璧な作品であ 」と絶賛し、日影が生涯私淑した江戸川乱歩の没後五〇年の記念年にも当 っていた。
胸中には密かに、この師弟の作品を
同じ会場に並べること出来はないもか、という想いがよぎった。実際、日影作品だけで展示会場を埋めるのは困難な状況でもあった。
一方、並行して生前の日影と面識が
あった編集者や評論家の方々へ連絡を取る作業を続けていた私が、 「日影丈吉展の開催を企図しているのだが」と告げた時 初対面の彼らは、 一様に 「大丈夫か？」 と心配顔に訊ねるのだった。
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「知る人ぞ知る」と言われた作家であり、熱烈な愛好家は確かにいるもののその人数はたかが知れている。 加えて、没後二五年を経過したこの作家に、現在どれ程のファンがいるのだろうか、という尤もな疑問だっ 。　
困惑する筆者に、ヒントを与えてく
れたのは親しくする旧知の学芸員の「 『宝石』の作家も一緒に採り上げてみては」という何気ない一言だった。言うまでもなく、戦後日本の推理文壇を牽引した「宝石」誌は、戦前から活躍する江戸川乱歩、横溝正史 城昌幸をはじめ、山田風太郎 高木彬光、香山滋、松本清張ら、綺羅星の如き推理作家たちを輩出してきた雑誌である。この提案は、非常に魅力的だった。しかし、この時点で展覧会開催まで残すところ約半年。どこまで 来るか 不安を残しながらの準備作業が続けられた。　
折りよく「宝石」 「別冊宝石」の二
誌に関しては、世田谷文学館に保存状態の良い資料が収蔵されていることが判明した。当館でも蒐集を続けていが、終戦直後 出版された雑誌は紙質も悪く 汚損と酸化が進んでいて、なかなか見付かっていなかっ　
同時に、調査で確認した世田谷文学
館の所蔵する江戸川乱歩の横溝正史宛書簡は、二人の関係を浮き彫りにする内容で、とても魅力的だった。筆まめな（としか言いようのない）乱歩は、戦争直後に横溝に宛 た手紙の中で、ようやく入手 たアイリッシュ 『幻の女』 の魅力を語り一読を薦めて た。後年、還暦を過ぎてから「宝石」編集に関わることになると、 その近況を 「編集、広告、営業に大いに働いております」と報告していた。二人の作家のやり取りを想像すると微笑まし も感じられた。　
夏を目前にして、展覧会の広報画像
を決定する時期が近付いていた。筆者の中では、この展覧会 イメージさせる画像の候補は、かなり前から一つに絞られていた。それは、日影の再評価にも繋がり、彼の幻想作家としてメージを決定付けた澁澤龍彦 アンソロジー『暗黒のメルヘン』の函絵だった。　
昭和四六年に刊行された『暗黒のメ
ルヘン』には、ミステリ好きだっ澤の趣味を感じさせる作品――江戸川乱歩 「押絵と旅する男」 や夢野久作 「瓶詰の地獄」 、小栗虫太郎「白蟻」や大坪砂男「麗人」など一六の小品が収められている。肝心 日影丈吉 作 か
らは「猫の泉」が選ばれていた。澁澤は本書の編集後記のなかで日影を「博学で、ディレッタントで、フランスや中国や日本の伝説を愛し、ペダントリーをちらつかせながらも、古風 渋い作風を示す日影丈吉は、今日の日本の推理小説界で、最も緻密な 最も端正なスタイルの持ち主である」と評し、この忘れかけられた作家に対して 温かいエールを送ってい 。澁澤 又、「私はもともとスタイル偏重主義者で、（中略）とくに幻想的な物語のリアリティを保証するのは、極度に人工的なスタイル以外にはない」と自論を述べていて、これは、文体に関して並々ならぬ強 意識を持っていた日影に対する最大級の賛辞とも思われた。『暗黒のメルヘン』は、個人的にも思い出深い書籍だった。筆者は、学生時代に愛読した本書のなかで、初めて日影作品 接した。この作家が 町田に暮らしたことを初めて知った五年程前には、 「猫の泉」の不思議な読後感を久しぶりに思い出した。　
自分と同じ経験をした人が少なくと
も二人いることを、展覧会準備の過程で知った。ひとり 講演を依頼した文芸評論家の東雅夫氏。 彼は、 「幻想 学」編集者時代に生前の日影に直接取材し
た経験を持っていた。今回の展覧会場で流したインタビュー音源は、その時に東氏が自身の記録として録音したものだった。日影が書斎代わりに利用ていた町田駅前の、今は亡き喫茶店ジローで録音されたこ 音源で、初め生前の日影 肉声を聞いた。ボソボソとインタビューに答えるそ 声は、低く温かみが感じられる下町訛りだった。 その東氏と日影作品との出会いも、中学生の時に手に入れた『暗黒 メルヘン』であった いう。　
もうひとりは、人形作家の石塚公昭
氏である。展覧会準備に着手した頃、私は石塚氏の個 会場のギャラリーで、久し振りにご本人に会 。たまたま在廊していた彼に出 えたこ はラッキーとしか言 ようがなかっ 。「今度、日影丈吉の展覧会を予定しているのだが」と、恐る恐る切り出した筆者は、日影の人形制作を依頼した結果的に日影が、石塚氏が現在住んでいる東京下町生まれであることが決定打となり、多忙な彼が人形制作を快諾してくれた。　
人形の制作期間は僅か五ヶ月。展覧
会オープンの五日前に会場に搬入された日影丈吉人形は、推理作家として最も脂の乗っていた昭和三〇年代、五〇
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歳代の姿を髣髴させるものだった。事前に相談していた会場構成に配慮して、石塚氏がこの時、以前制作した江戸川乱歩と横溝正史 人形も持参してくれたのは嬉しい誤算だった。　
後日、人形に添えるために頂いた石
塚氏のコメントに 、 「日影作品との出会いは『暗黒のメルヘン』で」との言葉があり筆者を驚かせた。　
村上芳正のイラストによる『暗黒の
メルヘン』の函絵を使用し ポスターは、結果的に成功だった。原画は、四〇年以上も前に描かれたイラストだったが、妖しい美しさを感じさせ、今見ても新鮮に感じられた。来館者からは「エロティックでデカダンスな雰囲気があった」という声が寄せられ、特に二〇～四〇歳代の女性からの人気が高かった。日影作品を同時代的に知らない年齢層にも充分に魅力を訴える手段となった。　
夏休み直前に訪れた立教大学江戸川
乱歩記念大衆文化研究センターは、乱歩没後五〇年を目前にマスコミの取材やテレビ撮影に追われてい 、極めて慌ただしい時期であったと思う。作品リストを基に借用資料を選定させていただき、休み明けの図録掲載のための撮影を約束してセンターを後にした
時、初めて展覧会の全体像が見えてきた気がした。江戸川乱歩と日影丈吉。師弟二人の作品を同時に展観するという当初の目論見は、何とか実現に漕ぎ着けそうだった。　
ここまで来て、筆者にはどうしても
紹介したい作家がもう一人い 「宝石」創刊時より編集者として辣腕を振るった城昌幸である。城は戦前より詩人・城左門として、また怪奇幻想小説の妙手として知られた存在だった。実際、 「宝石」にも優れた短篇を発表している。しかし、 「宝石」という雑誌を顧みた時、その功績はやはり編集者としての存在に軍配が上がるだろう。「宝石」創刊号に掲載された横溝正史の、戦後の本格推理第一作にあたる
「本陣殺人事件」が、城の依頼によって執筆されたこ は周知の事実である。城の編集者として 力量には看過できないも がある。幸いにも、城昌幸資料を所蔵する大田区立郷土博物館から借用の算段がついた時 既に季節は初秋を迎えていた。　
こうして、日影丈吉展は最終的に、
江戸川乱歩、横溝正史、城昌幸、そして、生前の日影と親交のあっ 山田風太郎の五人の推理作家 採り上げる構成になった。 「宝石」 の作家を謳うには、
他の多くの重要な作家の存在を欠いていることは承知していた。実際、その点については後日来館者から指摘も受けた。しかし一方、この五人の作家の足跡を横断的に示すことで、昭和二〇～三〇年代の日本の推理文壇形成期の一面を提示し得たとも自負している。　
最後に補足すれば、日影丈吉に関し
ては先述した神奈川近代文学館の直筆資料の他に、日影作品の装幀を多数手掛けた建石修志氏、村上芳正氏、門坂流氏の諸作品と、推理作家渡辺啓助氏のご息女で画家 渡辺東氏から教養文庫版『ミステリー食事学』の装幀原画を拝借できたことで、難解な印象のある日影作品 世界観を、視覚資料によって親しみをもって愉しんで頂くことができたのでないかと思う。「日影丈吉と雑誌『宝石』の作家たち展」は、五六日間の会期中に二六六七人の来館者を数えた。その間には、愛知、大阪、石川、岩手など遠方 らも熱心な日影丈吉ファンが会場に足を運ばれた。アンケート （七二〇名回答）による来館者傾向としては、当初の想定より若い四〇～六〇歳代の来場が多く、特に五〇歳代の来館者が最も多かった。男女比は半々という結果となった。
　
大衆文化研究センターからお借りし
た乱歩の直筆原稿、旧蔵書、松野一夫の描いた油彩「還暦祝いの肖像画」や乱歩賞正賞のトロフィーと、薈田純一氏撮影による 邸土蔵の書架写真を配置したコーナーは、会場内でも最も目を惹き人気も高かっ 。 「乱歩の生原稿が見られて幸せ」 「 作品に触れられて満足」 「江戸川乱歩を再認」といった来館者アンケートからは、没後半世紀を経 も人気の衰えを知 ない江戸川乱歩の魅力を せつけられた感がした。　
本展開催にあたっては、大衆文化研
究センターの落合教幸氏、奈良沙紀氏と立教大学大学院の皆様をはじめ多くの文学館や美術館、日影丈吉の魅力を知る沢山の先達にお力添えを頂いた。展覧会直前に、久しく刊行されて なかった日影作品が『日影丈吉傑作館』として文庫化されたことも嬉しいサプライズだった。ここにお名前を記すことが出来な 方々にも心から感謝の意を表して擱筆する。
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